
ヒトの体や病気のメカニズムは
すべて解明されているわけではな
く，完璧な治療法もありません．
医師は，限定された情報の中で，
先人が積み上げてきた，知識や経
験，臨床研究の結果を生かしつ
つ，現時点で最善と判断される方
法で，患者さんの診療にあたって
います．診療をしていくなかで
は，数多くの疑問が生まれます．
生まれた疑問は，成書や文献で解
決できるものもあれば，できない
ものもあります．解決できない疑
問をどうするか，どうすれば解決
できるか，ここに臨床研究の意義
が生まれます．
医師として外科医として生きて
いく以上，診療と研究は切り離せ
ないものです．もちろん，全ては
診療から始まります．主治医とし
て，期待通りの結果が得られれ
ば，患者さんも笑顔を見せてくれ
ますし，医師としてもこの上ない
喜びでしょう．ですが，1人の外
科医が一生で患者さんによい結果
がもたらせる数など知れていま
す．せいぜい数百人，数千人で
しょう．一方，患者さんの予後や
QOL を改善できるような臨床研
究の結果を世界に発信できたとし
たら，その報告で世界中の数多く
の外科医が診療を変えたとした
ら，患者さんへのインパクトは数
万人，数十万人となることでしょう．

診療の方法は，成書や文献，上
席医師から学ぶことができます．
若手医師にも手に取れる，平易な
本も数多く，出版されています．
では，臨床研究はどうでしょう？
どのように進めていくのか，勉強
するチャンスはなく，「見よう見
まね」で行ってきた先生が多いの
ではないでしょうか？
本書は，臨床研究のやり方を丁

寧に教えてくれます．著者の実経
験に基づくと思われる上席外科医
と若手外科医のやり取りやその様
子，過去に行われた臨床研究の実
例を挙げての解説や分析，英語論
文執筆の道のり，査読者とのやり
取り，研究時間や研究費の確保な
ど，すぐに実戦応用できるように
書かれています．そこには，“若
手外科医に臨床研究の方法を教え
てあげたい”という，著者の“愛”
が感じられます．若手外科医が陥
りやすい視点に対して，わかりや
すくコミカルに解説されていま
す．手に取った先生は，楽しく本
書を読み進めることができるで
しょう．
若手外科医であれば，一度，本

書を通読してください．そのあと
に，本書を傍らに置き，進捗に
合った章を見返しながら，実際の
臨床研究を進めていってくださ
い．臨床研究に精通した上席外科
医であれば，本書を読むことで知

識の整理ができ，若手外科医にど
う指導すればよいかを学ぶことが
できるでしょう．耳の痛い話かも
しれませんが，臨床研究をするた
めの環境づくりも進めていただき
たいと思います．タイトルは「外
科系医師のための～」となってい
ますが，外科医だけに役立つ本で
はありません．臨床研究を志すす
べての医師に，手に取ってもらい
たいと思います．
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